


















































































































































平成18年度 3 3 4 9 19 5
平成19年度 3 4 3 12 22 6
平成20年度 3 8 11 9 31 9
平成21年度 3 12 15 6 36 12









































































本学 函館地区 旭川地区 函館・旭川計
平成16年 保　14人 62人 27人 89人
平成17年 保　20人 39人 22人 61人
平成18年 保　28人 26人 26人 52人
平成19年医・保　23人 28人 25人 53人
平成20年医・保　31人 27人 46人 73人
平成21年医・保　57人 41人 33人 74人
平成22年医・保　54人医42人，保36人医41人，保43人医83人，保79人
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も勉学が第一であることも伝える必要がある。
　④の「進路に関して」では、医学部志望者と保健医
療学部志望者とでは若干傾向が異なる。
　医学部志望者で入学前から特定の診療科を希望して
いることは問題ではないが、あまりにそれにこだわり
を持ち、他のものに興味はないという受験志望者がま
れにいる。少なくとも一通り全ての学科目を学ばなけ
れば医師にはなれないことを伝える必要がある。また
テレビドラマの影響は大きく、臨床や基礎に関わらず
ドラマに登場する分野に華々しい印象を抱いている学
生もいる。こういつた受験志望者に否定的な情報を与
えることは問題であるが、同時に広い学びの必要性と、
いかなる分野においても、医療には地道さが求められ
ることを多少なりとも伝えるべきであろう。
　本学は北海道の地域医療に貢献しているが、受験志
望者、特に医学部特別推薦入試を志望するものが、地
域医療というものに対して抱いているイメージには偏
りがある。無医村だった場所でたった一人、村人の健
康を守る、というものである。これもまたテレビドラ
マなどの影響が大きいと考えられる。特別推薦入試を
説明する際に、丁寧な説明が必要である。
　保健医療学部志望者からは、就職や資格取得に関し
ての質問が多く寄せられる。看護師と保健師の違いと
資格について、また助産師志望の受験生たちにも丁寧
な説明が必要である。
　大学院での研究に関しての質問は、将来的な進路に
対する興味と言うよりは、実際には「札医大で行われ
ている最先端の研究とは」という質問と同様で、札医
大の特徴を把握することで本学を選択するためのキー
ポイントを求めていると推察される。
　⑤の「その他」であるが、これは広範囲にわたって
いる。『LEAP』の記事を見て、入学後どのような科
（a）
　　家族のアドバイス
友人・先輩のアドバイス
高校の先生のアドバイス
　　その他の人の助言
　オープンキャンパス
　　各種受験情報誌
　　　　進学相談会
　　　　　その他
ool，　loo／，　200／，　300／，　400／o　soo／，
（a）
オープンキャンパス
各高校での説明会
大学団体・企業
0　　10　　20　　30　　40　　50　　60（人）
（b）
　　家族のアドバイス
友人・先輩のアドバイス
高校の先生のアドバイス
　　その他の人の助言
　オープンキャンパス
　　各種受験情報誌
　　　　進学相談会
　　　　　その他
（b）
オープンキャンパス
旭川・函館説明会
高校・企業説明会 12
oo／，　so／，　loo／，　lso／，　200／，　2so／，　30％　3so／e　40％
図1：平成22年度保健医療学部入試時におけるアン
　　ケート調査
「志望校を決定するにあたり、何が一番参考になりま
したか」という問への回答。
（a）推薦入試：平成21年11月28日実施（回答者4g名、
　回耳又率100％）
（b）前期日程入試：平成22年2月25日に実施（回答
　者127名、回収率96．2％）
32
0　　5　　10　　15　　20　　25　　30　　35（人）
図2：入学後のアンケート調査（保健医療学部：平成
　　22年4月3日実施、医学部＝平成22年4月2
　　　日実施）
「参加した説明会を教えてください」という問いへの
回答（複数回答可）（a）保健医療学部（回答者gO名
：回収率98．9％）、（b）医学部（回答者110名＝回収
率100％）
入試広報としての大学説明会の現状
目を学ぶのかという質問を受けるが、これはかなり
『LEAP』を読み込んでいるために出てくる質問であ
る。大学説明会に参加する教職員が大学での教育内容
に精通している必要があるが、同時に『LEAP』の記
述も受験志望者にわかりやすい内容とする工夫が求め
られる。
5　大学説明会の効果について
　大学説明会は繰り返し行う必要があり、人的、予算
的資源を必要とする。しかしながら、その効果は一朝
一夕で反映されるものではない。
　図1に平成22年度保健医療学部入試時に行ったア
ンケート結果を、図2に医学部および保健医療学部
の新入生ガイダンス時に行った、平成22年度オー一一・プ
ンキャンパス及び各種説明会に関するアンケート調査
の結果を示す。図1から残念ながら、保健医療学部
推薦入試、前期日程入試のいずれでも、本学を受験す
る際に一番参考になったものとして、進学相談会を挙
げた受験生は多くはないことがわかる。しかし、入学
後に行ったアンケート調査では、比較的多くの保健医
療学部新入生が各種説明会に参加している（図2（a））。
医学部では、入試時のアンケートにおいて「本学を受
験する際に一番参考になったもの」を問う設問は設け
ていないが、新入生ガイダンスでのアンケート結果は
保健医療学部と同様に、比較的多くの者が各種説明会
に参加している（図2（b））。
　この結果は入試時に行ったアンケートの設問が「本
学受験に一番参考になったもの」という限定されたも
のであるためと考えられる。大学説明会によって興味
をひかれたが、結果としてオープンキャンパスや進学
指導の先生、家族のアドバイスなどで最終的に本学受
験を決めた場合などは、このアンケートからは見えて
こない。図2の結果から、大学説明会が入試広報と
して一定の効果を果たしているものと思われる。
　現代の日本は少子化が進み、優秀で適性のある学生
の確保は大学にとって急務である。道内においても
18歳未満の人口は減少しているものの、大学進学率
は上昇しており、医療職へ進むことを希望する学生の
数も上昇している2）。こういつた学生に対して積極的
に広報活動する必要性は論を待たない。大学説明会は
受験志望者に直接接して、疑問点を解消し不安を取り
除くためには効果的であろう。またオープンキャンパ
スなどの参加者は、すでに本学に強い興味を示してい
る高校生が参加する。これに対して、これまで医療職
にはっきりとした意識を持っていない、あるいは医療
職に興味があっても、本学進学を考えていなかった潜
在的な学生の掘り起こしには、高校生と直接に接する
大学説明会は重要であろう。
6今後の課題
　最後に、今後大学説明会を継続していくために、議
論すべき課題を三点挙げる。
　まず一点目として、どの大学説明会に参加するべき
か、という問題である。
　道内の多くの高校から高校訪問の要請や進学相談会
への参加要請があるが、全ての要請に対応することは
不可能である。現在までは、過去数年間における本学
受験実績を踏まえて、スタッフを送ることができるか
どうかの人的、予算的事情も鑑みた上で対応を決定し
ている。平成13年度から医学部で高校訪問が始まっ
た時点から、「どこまで対応するか」の議論は行われ
ているようであるが、当初は30校程度が妥当な数字
であろうと考えられた。しかしながら、大学説明会に、
これまで本学進学に興味をもっていなかった受験生の
掘り起こしという目的を加えるとすれば、さらに積極
的に参加すべきという考えも成り立つ。費用対効果も
しっかり考える必要がある。
　二点目として、大学説明会に参加する教職員は、自
身の所属する学部学科以外のことも質問されるケース
があるが、これにどう対応するかである。
　すべての大学説明会に、入学者選抜企画研究部門お
よび入試室のスタッフのみで対応することは困難であ
り、多くの大学説明会に医学部および保健医療学部の
教員が参加している。それぞれの教員が自身の経験を
もとに本学を紹介することは重要であり、受験志望者
にも好評であるが、最低限共通の情報を提供できるこ
とが必要と考えられる。このためには共通概念に基づ
いた資料づくりを検討しなくてはならない。現在、2
学部4学科で共通に使える資料を検討中である。こ
れをもとに、大学説明会に参加した教職員が自身の提
供する情報とあわせて本学の特徴を紹介できるよう考
えている。
　課題の三点目として、高校や受験志望者からのフィ
ードバックをいかに得るかという間題である。これは、
本学が提供する情報を改善し、大学説明会を効果的な
ものにするためには必須である。学部説明会でのアン
ケート調査は、翌年以降の学部説明会改善のための資
料として役立っている。しかし、進学相談会では多く
の大学と学生が参加するため、与えられた時間内に本
学を紹介することにとどまることが多い。このため、
入試改善の具体的情報が得にくいのが現状である。高
校訪問では参加した学生、あるいは高校や予備校の進
路指導者に対して、後日アンケート調査を行ってもら
うよう、依頼する方式が現実的であろう。また高校訪
問では終了後に進路指導者とディスカッションを行う
機会が比較的あるので、これを積極的に利用すれば多
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くの情報を得ることが可能になるであろう。
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